
特
定
非
営
利
活
動
法
人
職
業
教
育
評
価
機
構

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
目
五
十
八
番
一
号
石
山
ビ
ル
六
階

変
更
後

東
京
都
中
野
区
東
中
野
四
丁
目
十
九
番
八
号
フ
ォ
ー
カ
ル
ビ
ル
２

令和年月日 金曜日 第号官 報
大
仙
市
に
編
入
す
る
区
域

横
手
市
大
森
町
板
井
田
字
中
谷
地
三
の
一
の
一
部
、
字
三
川
尻
一
の
一
、
三
、
四
の
一
、
六
の
一
、八
の
一
の
一
部
、

八
の
三
の
一
部
、
八
の
五
、
九
の
一
、
一
〇
の
一
、
一
一
の
一
部
、
一
二
、
一
五
の
一
の
一
部
、
一
六
、
一
六
の
一
、

一
八
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部
並
び
に
字
中
谷
地
七
七
の
一
、

七
七
の
二
、
七
八
の
一
、
七
九
の
一
、
八
〇
の
一
、
八
〇
の
二
、
八
一
の
一
、
八
二
の
一
、
八
三
の
一
、
八
四
の
一
、

八
五
の
一
、
一
〇
三
の
一
、
一
〇
四
、
一
〇
五
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
、
八
六
の
一
の
地
先
の
水
路

で
あ
る
公
有
地
の
全
部

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
四
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
証
を
し
た
次
の
認
証
評

価
機
関
か
ら
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
高
知
市
土
佐
山
高
川

字
川
奈
路
三
三
八
の
三
、
字
菊
渡
瀬
三
五
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

川
奈
路
三
三
八
の
三
・
字
菊
渡
瀬
三
五
〇
の

二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
高
知
県
庁
及
び
高
知
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
県
庄
原
市
高
野
町
岡
大

内
字
大
内
五
四
〇
三
の
二
、
五
四
〇
四
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広

島
県
庁
及
び
庄
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
稚
内
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
稚
内
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
士
別
市

（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
北
海
道
庁
及

び
士
別
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
形
県
寒
河
江

市
大
字
幸
生
字
岩
井
沢
七
〇
九
の
四
か
ら
七
〇
九
の
六

ま
で
、
七
〇
九
の
九
、
七
〇
九
の
一
〇
、
一
五
三
九
の

七
か
ら
一
五
三
九
の
九
ま
で
、
一
五
四
一
の
四
か
ら
一

五
四
一
の
六
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

用
排
水
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
木
津
川

市
加
茂
町
大
野
岩
谷
二
二
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
用
地
と
す

る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
京
都
府
庁
及

び
木
津
川
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

京
都
府
京
都
市

左
京
区
鞍
馬
本
町
六
七
四
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
京
都
府
庁
及

び
京
都
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
苫
田
郡

鏡
野
町
上

原
字
宮
ケ
谷
二
一
五
二
の
九
三（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
六
十
九
号

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
四
十
九
条

第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
品
種
登
録
を
取

り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す

る
。な

お
、
育
成
者
権
は
、
同
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
、
令
和
七
年
九
月
二
十
九
日
に
消
滅
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。

令
和
八
年
三
月
十
三
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

１
登
録
番
号
第
31247号

２
登
録
年
月
日
令
和
７
年
９
月
29日

３
農
林
水
産
植
物
の
種
類

P
lectra

n
th
u
s
scu
tella

rio
id
es
(L
.)
R
.B
r.

４
登
録
品
種
の
名
称

U
J08

５
品
種
登
録
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

株
式
会
社
エ
ム
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
・
フ
ロ
ー
ラ

山
梨
県
北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
3181

４


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